










































てJohann Friedrich Franz Burgmüller １）（1806
－1874）の子供のためのピアノ小品集《やさ
しい段階的な25の練習曲、小さな手を広げる
ための明晰な構成と運指25 Etudes faciles et 
p rogress i ves ,  conposées  e t  do ig tées 










A Study on Piano Teaching Materials for Teacher Education (2)



































































る 宗 教 曲《 詩 的 で 宗 教 的 な 調 べ 》〔S154、
R13、A18〕を作曲する。翌年のFranceのカ













ストで作曲家のJosé Vianna da Motta14）（1868












































































よ り 一 層 強 調 し て い る。 ま た、Dietrich 
Bartel18）によれば、短３度音程は「孤独の寂



















E:     Ⅱ      －    Ⅴ9                 Ⅴ7 
表１　《聖ドロテア》の楽曲構成
構成 小節 調 主題・動機など 強弱 演奏表示 テンポ 特徴
序奏 
1 － 4
1 － 4 E： p semple legato 
una corda
Andante
第 1 部 
5 － 20
5 － 8 
9 － 12 










第 1 主題（3 度音程、ため息の動機） 
第 1 主題（3 度音程、ため息の動機） 














第 2 部 
21 － 42
21 － 24 
 
25 － 28 
29 － 32 
 
33 － 34 
 
35 － 36 
 
37 － 38 
 



















第 1 主題（3 度音程、ため息の動機） 
 
第 1 主題（3 度音程、ため息の動機） 
第 2 主題（悲喜の動機〔4 度音程、































































43 － 46 
 
47 － 48









































































































































































レ タート 1999：141）、 第37－38小 節 で は
Schubartが「心の不快を表す」と言及したロ
































Ⅰ      －    －                －   Fis: Ⅴ9 
 
短 3 度 短 3 度 短 3 度 短 3 度 短 3 度 ため息の動機 
第 1 主題の変容 
25 
E: Ⅰ  －    －             － Cis: Ⅴ7 
 
21 
短 3 度 ため息の動機 短 3 度 短 3 度 短 3 度 短 3 度 
第 1 主題の変容 
Ⅰ      Ⅱ7   Ⅰ                 Ⅱ7  
 
ため息の動機 
完全 4 度 完全 4 度 完全 4 度 完全 5 度 短 3 度 短 3 度 
悲喜の動機 悲喜の動機 






Ⅰ Ⅴ7 Ⅰ Ⅴ Ⅰ  dis:Ⅰ Ⅴ7     Ⅰ  Ⅴ  Ⅰ 
33 
短 3 度 短 3 度 ため息の動機 
嘆きの動機の変容 嘆きの動機の変容 
ため息の動機 
ため息の動機 短 3 度 
ため息の動機 短 3 度 
第 2 主題の変容 
H: Ⅰ Ⅴ Ⅰ Ⅴ   Ⅰgis:Ⅰ ⅤⅠ  － ⅤⅠE:Ⅰ     － 
37 
経過 
ため息の動機 短 3 度 
ため息の動機 
インテロガツィオ 嘆きの動機の変容 





第 2 主題の変容 




























































Ⅰ    Ⅰ  Ⅳ   －Ⅰ    －    －     － 
43 
インテロガツィオ 
ため息の動機 短 3 度 短 3 度 短 3 度 



































･ 序奏と第 1 部を一定の緩やかなテンポで片手演奏｡
･ 音の間違い､ 音価の確認と運指の指摘｡























･ 作品の物語の把握と調性（dis:､ H:､ gis:）の説明｡
･ 演奏表示を確認し､ 主旋律､ 対旋律を声で歌う｡
･ 強弱､ フレーズ､ スラーの指導｡







･ 序奏と第 1 部を一定の緩やかなテンポで両手演奏｡
･ 音の間違いと音価の確認｡
･ 主旋律､ 対旋律を声で歌う｡
･ 強弱､ フレーズ､ スラー奏法､ 音量バランス､ タッチの指導｡



















































･ 調性把握と演奏表示､ 強弱､ アクセント､ レガート
の認識｡
･ 調性と教会旋法､ Liszt による ｢十字架の動機｣ の認識｡










･ 調性把握と演奏表示､ 強弱､ アクセント､ レガート
の認識｡
･ 調性と教会旋法､ Liszt による ｢十字架の動機｣ の認
識｡











･ テンポ変化､ 演奏表示､ 強弱､ フレーズを意識した
表現法｡









･ テンポ変化､ 演奏表示､ 強弱､ フレーズを意識した
表現法｡










･ 表現（テンポ､ 強弱､ 演奏表示､ フレーズ､ ルバー
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百科全書Encyclopädie der gesammten musikalischen 
Wissenschaften oder Universal Lexikon der Tonkunst』
で知られる。WeimarのLiszt宅には、これが所蔵
されていることから、LisztがSchillingの調性格論
について知っていた可能性は高い。
18）Canadaの音楽学者、オルガニストである。
19）これは、バロック時代の音楽にすでに見出され
る。この動機を最初に指摘したのは、Johann 
Sebastian Bach研究家のAlbert Schweitzer（1875－
1965）である。
20）ドイツの詩人、ジャーナリスト、音楽著述家で
ある。
21）「悲喜の動機」の第16小節の３拍目にはais2音が
見出される。これは短前打音であり、主要な音は
次のgis2音のため、筆者は「悲喜の動機」を構成
する重要な音として捉えない。
22）ドイツの音楽学者である。
23）この音を非和声音（刺繍音）と見ることもでき
る。しかし、他の「嘆きの動機」における同じ個
所の音を音階構成音として捉えているため、ここ
でも同様に扱う。
24）終止音を「ファ」とする旋法「F→G→A→H→C 
→D→E→F」である。しかし、この個所は終止音
が「シ」であるため「H→Cis→Dis→Eis→Fis→Gis 
→Ais→H」と捉える。
25）讃美歌に見られる形式である。
